
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 筑波
つ く ば

大学
だ い が く

附属
ふ ぞ く

駒場
こ ま ば

中・高等学校        東京都世田谷区
せ た が や く

 

 

学 校 教 育 が 保 全 ・ 継 承 し て き た 東 京 の 田 圃 ！ 

活動の経緯 
 
 明治初期に作られた日本初の教育研究圃場の一部で、後世に残すべき貴重な
農学遺産といえるケルネル田圃において、創立以来、学校教育として「水田学
習」を実施。コロナ禍により、「水田学習」の継続が危ぶまれたため、次世代
へ水田を継承する有効な活動であると再認識。 

泥まみれで田植え 

活動の概要 
 

水田学習を通じてケルネル田圃を計画的に保全し，水稲生産力および地域の
生物多様性・遺伝資源を維持。 

活動の成果、主な実績等 
 
○中・高それぞれの新入生が、春の耕起や播種・育苗に始まり、代掻・田
植、夏の除草・水管理・防虫・防鳥対策から、秋の収穫・稲架・脱穀まで、
一年をかけて稲作に取り組むみ、明治初期の開設以来、ほ場の維持・管理。 
○水田学習により、水田の歴史的・社会的役割や自然環境・遺伝資源につい
ても学習。また、これら教育活動を通じて、水田の監視と保全が行われ、水
稲の生産力、水資源の涵養、生物の多様化といった水田の多角的機能の維持
に貢献。 
○都市部においては、水田学習のような教育活動を地域の行政・農業関係者
と連携して行うことで、学校側にはより良い学習環境の付与、地域では圃場
の維持管理や有効利用等に係る課題解決に効果。 

天日でじっくり乾かす稲架がけ作業 


